
別紙２

第３回会議の開催状況

第１ 開催月日

令和５年２月16日（木）

第２ 出席者

協議会 委員 ４名

警察署 署長、副署長、総務課長、会計課長、生活安全課長、地域交通課長

刑事課長、警備課長 ８名

第３ 議事の概要

１ 警察署協議会代表者連絡会議の結果報告

協議会会長から、令和４年度警察署協議会代表者連絡会議の結果について、説明

がなされた。

２ 業務推進状況の説明(アンケートによる委員からの意見、質問に対する回答)

(1) 特殊詐欺被害防止対策

ア 委員から「自治会長、民生委員等に、防犯講話を受けてもらい、地域住民に

広げてもらったらどうか」旨の意見がなされ、警察署から「施策として前向き

に検討したい」旨の説明がなされた。

イ 委員から「コンビニのＡＴＭコーナーがレジから見えにくい場所にあり店員

が気づきにくいのではないか」旨の意見がなされ、警察署から「店舗毎の制約

の中で、できる限りの対策を店舗にお願いしている状況である」旨の説明がな

された。

ウ 委員から「騙されたとしても、犯人にお金を渡さないで済む様な対策とし

て、チラシなどの目につく場所への掲示や回覧板の活用してはどうか」旨の意

見がなされ、警察署から「宇佐市薬剤師会協力のもと、市内の薬局でチラシの

配布状況」及び「回覧板を利用した啓発についても市役所に依頼していきたい」

旨の説明がなされた。

(2) 防犯対策

委員から「ネットショッピングなど電子商取引上のトラブル事例や対処法を共

有してもらいたい」旨の要望がなされ、警察署から、フィッシング詐欺の事例に

よる銀行等への問い合わせ方法、被害に遭った場合の即時の利用停止などの対処

法の説明がなされた。

(3) 交通安全対策

ア 委員から通勤時間帯に危険と感じる場所での交通安全啓発活動の要望がなさ

れ、警察署から「受け持ちの交番員に、通学時間帯の警戒方を指示済みであ



る」旨の説明がなされた。

イ 委員から「夕刻時、街灯が少ない道路でライトを点灯していない車の指導、

取締りをお願いしたい」旨の要望がなされ、警察署から「夕刻時間帯における

早めのヘッドライト点灯の呼びかけ等を徹底する」旨の説明がなされた。

ウ 委員から「ラウンドアバウト(安心院)の有効性や問題点などの検証結果があ

れば教えてもらいたい」旨の要望がなされ、警察署から「同所における事故件

数、傾向の説明」及び「社会的普及にはまだ期間がかかるものと思われる」旨

の説明がなされた。

３ その他警察活動等についての意見

(1) 委員から「もし強盗に入られた場合どうすればよいか」旨の質問がなされ、警

察署から、防犯の基本である施錠、割れにくい窓ガラスへの交換、防犯グッズの

備付け、通報体制と不審者情報の入手方法等の説明がなされた。

(2) 委員から「信号がかわるのが早い箇所がある。時差をつける若しくは補助信号

をつけてもらいたい」旨の要望がなされ、警察署から「同様の要望が他にもあり

検討したい」旨の説明がなされた。

(3) 委員から「警察署協議会の存在をもっとアピールした方がよいのではない

か」旨の意見がなされ、警察署から「積極的な発信活動を本部に働きかけたい」

旨の説明がなされた。


